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クライシスが常態化する
世界

私たちがこれから生きる「アフターコ

ロナ」とはどんな世界か。その世界像を

めぐりさまざまな議論が交わされてい

る。私自身はそれを「メニーコロナ」，す

なわち今後も新型コロナウイルスのよう

な脅威（ブラックスワン）が頻出する世

界と見ている。それは感染症によるパン

デミックに限らず，地球環境・社会環

境・都市環境の変化に基づく自然災害

ないし人災，それに伴う経済危機や政

治危機といった従来の知識や経験か

らは予測できないさまざまなクライシス

が常態化する世界である。

今回の新型コロナウイルス蔓延の原

因として，行き過ぎたグローバリゼー

ションや地球環境および生態系の変化

などが挙げられているが，そもそもその

深層にあるのは産業革命以後200年

以上続けられた経済優先主義であり，

言い換えれば，「社会」と「経済」を断

絶させる利己的な営みを続けた私たち

人間の大きなツケにほかならない。

振り返れば，このような環境と経済の

軋みは1972年にローマクラブの『成

長の限界』によって指摘されたように近

代を通じて，ずっと社会の伏流にあっ

た。特に近年の企業によるCSR活動

やESG経営，さらにSDGsへの取り組

みなどもそれを緩和しようとする試みで

あるが，こうして今，その軋みがコロナ

禍という大きな痛みを伴い顕在化し

た。こうした流れは今後いっそう加速し

ていくだろう。

このような21世紀の時代状況を，

日本を代表する科学史家・科学哲学者

の伊東俊太郎氏は「環境革命」の時代

と呼んだ。それは環境問題への配慮と

いう次元に留まらず，その克服を軸とす

るもので，約20万年前に人類が誕生

した「人類革命」，農耕と牧畜が始まっ

た「農業革命」，都市が形成された「都

市革命」，東西の世界宗教が生まれた

「精神革命」，そして現代につながる

「科学革命」に続く人類史の根本的な

転換期を指している。その意味するとこ

ろは，「人間による自然支配」という科

学技術ないし現代文明を支える自然

観や哲学を見直し，人間を生態系の一

部としてその全体を調和させる新しい

文明のあり方を探ろうとするものだ。

つまり私たちは今，数々の地球規模

の課題を前に，自然や資源の収奪や

経済優先主義といったこれまでの思

考・行動様式を再考し，社会と経済を

つなぎ直す生き方，新しい倫理を模索

する時を迎えたということなのだ。その

ような意味で今後，イノベーションこそ

私たちの中心的な仕事になっていくは

ずである。

企業経営の面から見ても，VUCA

［Volatility（不安定），Uncertainty

（不 確 実），Complexity（複 雑），

Ambiguity（曖昧）］の時代と言われる

ように，経営環境は予測のつかない混

沌とした世界に変じており，従来の戦

略やビジネスモデルが通用しない。そ

ればかりか，盤石と思われた安定的な

本業でさえ陳腐化して消滅することも

珍しくない。これからはすべての企業に

おいて，イノベーションを経営の中核と

して，みずから変化を生み出していくこ

アフターコロナ時代のイノベーション経営
人間の力を引き出し，社会と経済をつなぎ直す環境革命を
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とが迫られる。それは新規事業の立ち

上げといった限定的な範囲に留まら

ず，本業を含む既存事業，関連した進

化事業，非連続的な新領域事業のす

べてを対象とするもので，そのポート

フォリオが課題となるだろう。

意識革命と21世紀の
イノベーションモデル

では，そのような21世紀型のイノ

ベーションには具体的にどのような姿

勢が求められるのか。この手掛かりとし

て，次のようなアルベルト・アインシュ

タインの言葉がある。

「われわれの直面する重要な問題

は，その問題を作ったときと同じ考えの

レベルで解決することはできない。」

つまり，前述したような地球的課題

の解決のためには，私たちの「意識の

革命」が必要なのであり，戦略手法や

方法よりも，むしろものの見方や観点，

意識のあり方が問われる。したがって，

イノベーションとは，自分の日常とは無

縁な，「技術」による「破壊と創造」の

みを指すのではなく，「私たちがどう生

きるのか」，「いかに社会のために役立

つ価値を作り出すのか」といった主観

に基づく新たな世界観の構築である。

それはひとえに人間の「草の根」の知

の力に懸かっている。

これはドラッカーが著書『イノベー

ションと企業家精神』の中で説いた，

誰もがアントレプレナー（起業家）のマ

インドを持ち，創意工夫をしながらより

良い社会を創っていく「知識社会」の

姿と重なる。これまで人類が辿った農

業社会および工業社会では，生産手

段である土地や機械設備を有する領

主や資本家が経済主体であったが，

知識社会では生産手段が頭脳や能力

に移ることで，それを担う人間一人ひと

りが経済主体となる。そこではネット

ワークを形成する自律的な「都市民」の

知識こそが価値の源泉となると言えよう。

思えば，20世紀のイノベーションと

は，時おり起こる技術革新に裏づけら

れ，企業の研究開発や製品開発として

のイノベーションを川上から川下へ普

及させる「サプライサイド（供給側）」の

ロジックを主流としていた。しかし，こ

れからのイノベーションモデルでは，社

会や環境の持続，人間的な価値の探

求といった顧客や社会への洞察・共感

を起点とする，今までとは逆向きの「デ

マンドサイド（需要側）」のロジックへの

転換が求められる。現在，多くの企業

で，顧客との共感を起点とするデザイ

ン思考が注目されているのはそうした

時代の潮流に対応するためなのだ。

実際，それに伴い，経済社会の価

値構造も大きく変化してきた。これまで

製造業は，自社のプロダクトの価値を

上げるために「機能的価値」を高め，そ

れでは差別化できなくなると「モノから

コトへ」と言われたように「意味的価値」

を付加していった。しかし，結局のとこ

ろ，そのどちらも供給者側の論理を起

点としたモノの世界の思考にすぎな

かった。

それに代わり人々が今，潜在的に求

めているのは，自身の生活に本質的に

関わらない付加機能や価値よりも，

個々の生活や人生の情況に適した解

決やアイデアを通じた人間的かつ審美

的価値である。自社のプロダクト単独

では顧客に価値を提供することはいっ

そう難しくなり，これからは同じ目的を

有する多様なプレイヤーとエコシステム

（市場生態系）を形成することでそれを

実現させていくという姿勢が欠かせな

い。産業という概念自体も，モノを中

心には捉えられなくなり，エコシステム

そのものを指すように変化していくだ

ろう。

三つの障壁と
人間のイノベーション

一方で，人間はこのような危機的状

況においてさえ現状維持に執着し，変

化を阻む自身の矛盾やジレンマ，思い

込みによってなかなか行動を起こせな

いものだ。これは，脳科学の知見と照

らすと，人間には脳の構造（知性脳・

感情脳・運動脳）に基づき，「知のカ

ベ」，「心のカベ」，「体のカベ」という三

つの壁があると考えられる。

これらを突破するには，前述の意

識革命がもたらす「新しい視点

（Perspective）」 に 加 え，「目 的

（Purpose）」，「共感（Passion）」，「場

所（Place）」の三つの要素が重要で，

それはイノベーション実践のために開

かれた窓とも言える。私はこれを「人間

のイノベーションを実現する四つのP」

ないし「イノベーションのトライポッド

（三脚＝正四面体）」と呼んでいる。顧

客と社会を起点とするイノベーションの

実現には，出発点となる目的と共感，

接点としての場所が重要なのは言うま

でもないが，以下ではより実践的な手

掛かりを見ていきたい。
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（1）知のカベと目的の創出

一つ目の「知のカベ」とは，目先の

利得に囚われ，真の目的や長期的リス

クに無知になることだ。例えば，数値

や指標などの「目標」への過剰な傾斜

によって「目的」を喪失していないだろ

うか。企業に社会的存在としての役割

が求められる今，自社のための目的な

き利益追求を続ける企業ほど利益を

出せなくなる一方，社会的目的を持つ

企業が着実に利益を上げ始めている。

実際に欧州では，「長期的な研究開

発投資は，社会的課題の解決におい

てのみ正当性が担保される」とする

Responsible Innovation（責任あるイ

ノベーション）という考えが主流になっ

ている。

加えて多くの企業では，既存の事業

モデルの賞味期限が切れ始め，それに

代わる新たな価値や提供形態が求め

られており，その面からも「何のために」

を問い直すことは重要だ。

また，目的は組織を駆動させる力も

持つ。すなわち社会的な意味を持ち，

その対象と行為，アウトカム（帰結）を

明示・共有できる明確な目的は，一人

ひとりに自律的な行動と協働を促し，組

織の知をまとめ上げる。より具体的に

は，目的を階層構造で考えることが有

効で，共通善とも言える，しばしば長

期的視点を持つ「大目的」を掲げつつ，

資源や技術を有する個々の組織や部

門あるいは個人の目的である「小目的」

との間を行き来しながら，プロジェクト

のミッションとも言える「いつどこで何

を」といった具体的に達成すべき「中目

的」を作り上げることで，目的を実践に

結びつけていく。われわれはこのような

目的と実践をつなぐ方法論を「目的工

学」として提唱している。

（2）心のカベと共感の創出

続く二つ目の「心のカベ」は，根拠

のない思い込みやバイアスなどで，例

えば「日本には創造力が欠けている（カ

イゼンの方が向いている）」，「日本はモ

ノづくりに強い」といった思い込みや成

功体験への囚われは，イノベーション

を実践するうえで大きな足かせとなる。

しかし一方で，それを乗り越えるのも

「感情」の力であり，顧客や社会の現

場に対する強い共感ないし義憤が私

たちを突き動かすのだ。

観察とアイデア創出，プロトタイピン

グ，そしてストーリーテリングから成るデ

ザイン思考は，まさにそのような共感の

力から始まる知識創造のプロセスであり，

それは以下のように，経営学者の野中

郁次郎氏の世界的に有名なイノベー

ションモデル「知識創造理論」のプロセ

スとそのまま対応することが分かる。

（a）観察＝共同化（顧客現場での暗

黙知の獲得）

（b）アイデア創出＝表出化（対話によ

る概念の抽出，暗黙知から形式知への

変換）

（c）プロトタイピング＝連結化（伝達

可能な形式知の創出）

（d）ストーリーテリング＝内面化（顧客

現場や組織構成員の深い理解の形成）

このように二つを照らし合わせると，

デザイン思考においても「共感に基づ

く共同化」が重要で，それがなければ

一連のプロセスも機械的な作業でしか

なく，有意義な発見が得られないのは

明白だ。昨今の「アート思考」への注

大脳新皮質
知性

知性の障害
アクラシア: ある行為を悪いと知
りながら， 欲望ゆえに自制心を
失って， その行為をしてしまう

目的の創出
（Purpose）

共感の創出
（Passion）

場所の創出
（Place）

感情の障害
ドクサ: 低次の感覚による知識
（根拠のない主観的信念）

身体の障害
ヘクシス: 人間が後天的に獲得
した一定の行為能力， 日常の
場の知

実践の障害 人間の脳の構造 テトラヘドロン
（三つの窓）

大脳辺縁系
感情

R-複合体
身体

イノベーション実践の障害と三つの窓
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目も，そうしたデザイン思考が陥りがち

な無機質な操作手法に対する反発の表

れであり，20世紀に支配的だった論理

分析的な思考が軽視し続けた共感や

内発的動機など，人間の感情に根差す

能力の復権を望んでいるという点で，

実は両者は同質のものと言えるだろう。

（3）体のカベと場の創出

残る三つ目の「体のカベ」とは，変

化を嫌う本能や定着した行動習慣を

指す。イノベーションを実現するために

は既存事業に代表される従来の仕組

みや慣習を脱して取り組む必要がある

が，企業の組織の多くは既存事業に最

適化されているため，そこで同じように

仕事をしているだけでは変化を生み出

すのは難しい。これに対し，哲学者の

西田幾太郎が「人が環境をつくり，環

境が人をつくる」と語ったように，「場」

を変えることは，縛られていた思考や

発想から私たちを解放してくれる。

同時にイノベーションは個人の発想

や思考だけから生まれるわけではない。

そこでも人と人，人と環境の相互作用

を誘発するような知の協働作用の場が

必要となる。既に一部の企業は，将来

の方向性を模索し仮説を立てるフュー

チャーセンターや，仮説や自社技術・

資産に基づいてプロトタイピングを進

めるイノベーションセンター，街やコミュ

ニティを対象に生きた社会実験を行う

リビングラボなど，新たな場づくりを実

践するための具体的な空間を備えてお

り，そうしたアクションは社内外に向け

た経営者の重要な意志表示にもつな

がっている。そのエッセンスはアフター

コロナの世界でも等しく重要である。

これらの場が力を発揮するために

は，一つのセンターで完結するのでは

なく，さまざまな企業や組織が外に開か

れた中間子的なハブを持ち，おのおの

の役割や機能を生かしながらハブとハ

ブが連携していくことが理想的だ。その

ような境界を通じ，自社の枠を越え，社

会の一員として語り合っていくところに

こそ真の意味がある。また実際の運営

では，それらの場が自律性を保ち，む

しろ本社の資源を横串にして社会とつ

ながりつつ自由闊達な議論を促進する

こと，つまり本業をそのまま温存したま

まの「出島」にならないことが重要で，

本業も革新の対象としながら活動して

くことが必要であろう。

イノベーションは
試行錯誤するという仕事

最後に，私がしばしば引用する「ビュ

リダンのロバ」の寓話を紹介したい。

ある一匹の空腹のロバがいる。ロバ

から見て全く同じ距離に，全く同じ量と

質の二つの干し草が置いてあったらど

ちらに進むべきか。ロバは理性を用い

て分析を行い論理的に判断しようとす

るが，どう分析しても同じ結果となるの

で，結局，選べないまま考え続けるうち

に死んでしまう。

これはいかにも滑稽な話に聞こえる

かもしれないが，分析し，論理的な議

論を重ねるだけで，いつまでも判断で

きず，行動を起こせないままの企業や

組織の姿に重ならないだろうか。

冒頭で述べたように，これからはクラ

イシスが常態化するメニ―コロナの時

代である。そのような文明の転換期に

「理性・分析・論理」に偏重して思考

停止に陥っていては，このロバのように

タイムアウトを迎えてしまう。また予測不

可能な世界では，分析だけで答えを導

き出せるはずもない。まずは私たちの

「自由意志」を発動させ，一歩踏み出

してみることだ。そうして得た手掛かり

から，また一歩踏み出し，トライアンド

エラーを重ねながら，目的の実現や成

功に近づいていく。すなわちイノベー

ションとは，試行錯誤するという仕事に

ほかならないのだ。

そのような未知の旅を支えるのは，こ

れまでのデータ至上主義の背景にあ

る，世の中には必ず本質や唯一の答え

があると考える「本質主義」やシンギュ

ラリティ（単数形）の思考ではなく，今こ

この世界に身を投じて可能性を拓いて

いく「実存主義」やプルーラリティ（複数

形）の思考に違いない。

そもそも現代社会を築き上げた科

学・技術それ自体は「目的」を持たな

い。それをどのように使うかは人間次第

であり，幸福や豊かな社会を作るため

には必ず人間の意志や判断が必要と

なる。つまり，「私」という一人の人間

が，意志を持って行動するから世界が

変わるのである。

社会と経済をつなぐことを基点に，

社会・環境・経済価値の協創をめざ

す日立の社会イノベーション事業は環

境革命が本格化する今日，まさに時宜

に適ったものである。新しい視点と「目

的・共感・場所」の力を杖とし，人間

の意志に基づく新たな価値創造を期

待している。



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /PageByPage
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Gray Gamma 2.2)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.6
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends false
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams true
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments false
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage false
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo false
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Remove
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
    /HiraKakuStd-W1
    /HiraKakuStd-W2
    /HiraKakuStd-W3
    /HiraKakuStd-W4
    /HiraKakuStd-W5
    /HiraKakuStd-W6
    /HiraKakuStd-W7
    /HiraKakuStd-W9
  ]
  /NeverEmbed [ true
    /Arial-Black
    /Arial-BlackItalic
    /Arial-BoldItalicMT
    /Arial-BoldMT
    /Arial-ItalicMT
    /ArialMT
    /ArialNarrow
    /ArialNarrow-Bold
    /ArialNarrow-BoldItalic
    /ArialNarrow-Italic
    /CenturyGothic
    /CenturyGothic-Bold
    /CenturyGothic-BoldItalic
    /CenturyGothic-Italic
    /CourierNewPS-BoldItalicMT
    /CourierNewPS-BoldMT
    /CourierNewPS-ItalicMT
    /CourierNewPSMT
    /Georgia
    /Georgia-Bold
    /Georgia-BoldItalic
    /Georgia-Italic
    /Impact
    /LucidaConsole
    /Tahoma
    /Tahoma-Bold
    /TimesNewRomanMT-ExtraBold
    /TimesNewRomanPS-BoldItalicMT
    /TimesNewRomanPS-BoldMT
    /TimesNewRomanPS-ItalicMT
    /TimesNewRomanPSMT
    /Trebuchet-BoldItalic
    /TrebuchetMS
    /TrebuchetMS-Bold
    /TrebuchetMS-Italic
    /Verdana
    /Verdana-Bold
    /Verdana-BoldItalic
    /Verdana-Italic
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 150
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 144
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 150
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 144
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.76
    /HSamples [2 1 1 2] /VSamples [2 1 1 2]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.33000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /PDFXOutputConditionIdentifier (JC200103)
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<


    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e55464e1a65876863768467e5770b548c62535370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc666e901a554652d965874ef6768467e5770b548c52175370300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents suitable for reliable viewing and printing of business documents.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 6.0 and later.)
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>



    /HUN <>
    /ITA (Utilizzare queste impostazioni per creare documenti Adobe PDF adatti per visualizzare e stampare documenti aziendali in modo affidabile. I documenti PDF creati possono essere aperti con Acrobat e Adobe Reader 6.0 e versioni successive.)
    /JPN <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020be44c988b2c8c2a40020bb38c11cb97c0020c548c815c801c73cb85c0020bcf4ace00020c778c1c4d558b2940020b3700020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200036002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken waarmee zakelijke documenten betrouwbaar kunnen worden weergegeven en afgedrukt. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 6.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>


    /SKY <>

    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>

  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /ConvertToRGB
      /DestinationProfileName (Japan Color 2001 Coated)
      /DestinationProfileSelector /UseName
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements true
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles true
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /UseName
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /UseDocumentProfile
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [600 600]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


